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1 は じ め に
 陶磁器製食器 よりの重金属溶出に関する安全性を確
かめる方法 として公定 されているのは,食 品衛生法***
に基づ くK陶 磁器製の器具容器包装の規格試験" (以
下公定法 と呼ぶ)****で ある。 この方法には,非 煮沸用
器具にっいては4%酢 酸で常温10分 間浸出 した液を試
料 とし,鉛(ク ロム酸法,硫 化鉛一硫酸鉛法)及 び砒








 ⑥被検食器の容積及び表面積 と供試浸出剤 の量の関
  係の明確化 も要求 されている。
 筆者 らはこれ ら諸点の うち,既 にかなり詳細な検討
が行われている②3)4)の 問題及び合理的な表面積測定
法が提唱 されている⑥6)の 問題点 を除き,①,③ およ
び⑤を対象 として種々の実験的検討 を試み,併 せて④
についても若干の知見を得たのでここに報告す る。
砒素の検出を試みたところ,た またま某市内の陶器店
で購入 した中華皿 〔施粕内面 に赤,黄,緑,及 び青色
顔料で着彩 し,焼 付けてある もの,満 水容量:620ml,
内表面積:380cm2〕(写 真1,及 び図1)よ り著明な
∬ 実 験 方 法





















































視)j 定 フじ 素 Pb Cu Fe Mn Cr Cd As 
使 用 機 器 Jarrell-Ash， AA-780 J.-A.， AA-1 Mkll 
燃料(流量，圧力) C2H2 (2.5 l/min.， 0.4 kg/cm2) H2 (2.5 1/min.， O.4 kg/cm2) 
助燃剤(流量，圧力) Air (12 l/min.， 1.5 kg/cm2) N20 (71/min.. 1. 5 kg/cm2) 
ノ、 一 ナ 一 Slit type (Width: 10mm) Slit type (Width: 10mm) 
電流 CmAJ (最高) 6(20) 1ω0) 1ロ(20)I附)I凶 0)1的 2) 17 (19) 
波 長 (A) 2833 1 3247 I 2483 I 2795 1 3578 1 2288 1937 
試料(流量，圧力) 4. 5 l/min.. 0.5 kg/cm2 
表 2 各種浸出剤による検体溶出液の分析結果(常温.24時間)
公定法 Gutzeit法 原子吸 光法 (ppm)
浸出剤 pH 1孟 IpbS04~1 Pb I As 1 Cu 1 Fe 1 Mn 1 Cr 1 Cd Cr04法 P 4法 As As(ppm) 
4%酢 酸 12.561 + 十 |浪跡 1166.251痕跡 IO. 04 I 3.75 1醐|痕跡 10ω
4%乳 酸 11.881 + 十 ι∞3 1日7.501川 o叫7.40I痕跡|醐且 46
4%クエン酸 11.96 1 + + |痕跡|加 5010叫o叫4羽痕跡|棚 10.46 
4%コハク酸 12.311 十 痕跡!日7判痕跡 1O. 04 I 2.45 I痕跡|痕跡 0.22
-16ー
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(ppm) 。-{)4% Acetic Acid 
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口一口 4%Citric Acid 


















10 min 12 18 24 hrs 1 hr 
図2 時間経過にと色なう Pb溶出濃度の変化
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図3 時間経過にともなう Fe溶出濃度の変化
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図4 時間経過にともなう Cd溶出濃度の変化
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2 8 (%) 4 
いずれの対象重金属も溶出量が増加しないど pgiAcetuaω(0) 2・65 2・56 2.32 




































。一一一ーベコ 4% Acetic Acid 口一一一一一一白 4% Cltric Acid 
ムー 一一一込 4% Lactic Acid ・-一一一ー・ 4%Succinic Acid 





表 3 公定法による Pbの検出限度
7立~115 10 1 13 15 20 30 40 50 





法 Gutzeit法 原子吸光分析法 (ppm)
Pbαo判 As As(ppm) Pb 1 As 1 Cu 1 Fe 1 Mn 1 Cr 1 Cd 
10 分間[ 十 |痕跡 112判 o州痕跡 10.10 1痕跡|痕跡|痕跡
1 時間 i十 十 |痕跡 152判。叫痕跡 1O. 15 I O. 03 1痕跡|痕跡
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